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　旧県立大子二高跡地の有効利活用により町の活性化を図るため、町が県から購入した大子二高跡地を
10年間無償貸与することなどを条件に誘致した「東京理科大学大子研修センター」の改修工事が完成
し、７月27日に開所式が盛大に開催されました。
　式典には、東京理科大学の塚本理事長をはじめ、町から綿引町長、高梨教育長、町議会議員など、県
関係からは副知事などの関係者が多数出席して、施設見学や町の食材をメインにした懇親会が行われま
した。
　大子研修センターは、旧大子二高の３階建の校舎を、39部屋の宿泊室（156人収容）や食堂、研修
室、物理・生物・化学の実験室に改修し、グランド、体育館、テニスコート、弓道場を整備しました。
　今後は、町内の小中高の生徒を対象にした理科教室の開催も予定するなど、多くの若者が訪れること
で町の活性化につながると期待されています。

大子研修センター概要
　●所 在 地　　大子町大字北田気６６２
　●施設概要　　鉄筋コンクリート３階建（全館冷暖房完備）
　　○宿泊室　　Ａタイプ（２ベット＋畳５帖分）　　８室
　　　　　　　　Ｂタイプ（４ベット）　　　　　　３１室
　　○浴　室　　７～８人用　　１、４～５人用　　１
　　○食　堂　　１５６席
　　○実験室　　生物、物理、化学
　●そ の 他　　３００メートルトラック、テニスコート、大小体育館、弓道場

今後の利用計画
　●学生・教職員の研修
　●部活・サークル活動
　●小中高生向け理科教室の開催　　など

町へのメリット
　●学生・教職員等の滞在により交流人口が増加し、文化の向上や町経済及び企業活動の活性化を図るこ
　　とができる。
　●町内の小中学校、高等学校と連携し、大学の知的資産を活かした交流事業や、出前講座等により、教
　　育環境の充実、質の向上を図ることができる。
　●施設の維持管理、食材の調達・調理などは、町の業者が一括して請け負い経済的な波及効果がある。
　●大小体育館や弓道場等の体育施設は、大学側が使用しないときは、町民も利用可能。

東京理科大学大子研修センター開所
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■企画観光課　　☎（72）1131

【応募期限】　　９月３０日まで　※郵送の場合は当日の消印有効 

【賞・記念品】
　（１）最優秀賞（１点） 記念品（大子町内のホテルペア宿泊券　３万円相当）
　（２）優 秀 賞（２点程度） 記念品（大子町特産品及び大子町公営温泉入浴券２枚）
　（３）佳　　作（３点程度） 記念品（大子町特産品及び袋田の滝観瀑台チケット２枚）
　　　※最優秀作品に複数応募があった場合は、抽選で１人に決定します。
　　　※大子町公営温泉：森林の温泉、フォレスパ大子、道の駅「奥久慈だいご」浴場

【応募資格】　　町内外を問わず、どなたでも応募できます。

【応募方法】

　（１）様式は自由。
　（２）①愛称（ふりがな）、②愛称の簡単な説明・理由、③氏名（ふりがな）、④郵便番号・住所、⑤電話番号、
　　　⑥年齢、⑦性別、⑧職業を記入（入力）のうえ、郵送、ＦＡＸ、電子メールでご応募ください。
　　　※　事務局（大子町企画観光課）への直接応募も可能です。
　（３）応募は１人３点までとし、応募用紙１枚につき愛称は１点のみとします。

【愛称の決定・公表】

　（１）選考委員会で審査・選考のうえ、愛称を決定します。
　（２）発表は、広報紙や町ホームページ等で平成 22 年 1 月頃に実施する予定です。

【作品の取扱い】

　（１）採用された愛称の一切の権利は、町に帰属します。
　（２）作品の採用にあたり、作品（名称）の一部を補正する場合があります。
　（３）作品は、自作かつ未発表のものとします。また、作品は返却しません。

【応募先】　　

　大子町では、中心市街地の活性化と賑わいのあるまちづくりをめざして、（仮称）大子
ふれあい交流センターの平成22年4月上旬からの利用開始を予定していますが、この施設
が世代間の交流と新しい文化を創造し発信する場として、多くの方から愛され親しまれる
ような愛称を募集します。

（仮称）大子ふれあい交流センター愛称募集！

〒３１９－３５２６　茨城県久慈郡大子町大字大子８６６
大子町企画観光課
　☎０２９５（７２）１１３１　FAX０２９５（７２）１１６７
　E-mail　kikaku@town.daigo.ibaraki.jp

【施設の概要】
大子町大字大子７２２－１

（常陸大子駅前　町営駐車場跡地）

１Ｆ：文化ホール（３９８席）、観光交流ホール、高齢者活動室、大子

　　　町社会福祉協議会事務所、大子町観光協会事務所

２Ｆ：学童保育室、子育て支援室、養護児童保育室、学習室、会議室

観光、文化、福祉、教育の４つの機能を有する複合施設。

　①観光：観光協会事務所を中心に観光情報の発信拠点として活用。

　②文化：３９８席の文化ホールで、音楽、演劇、講演会等に活用。

　③福祉：社会福祉協議会事務所を中心に活動を行う。

　④教育：学習室などを活用し、生涯学習の場として利用。

設 置 場 所

施設の内容

そ の 他

完成イメージ図
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■福祉課社会福祉グループ　　☎（72）1117

≪地域生活支援事業≫
◆相談支援事業
　　障害福祉に関する助言や指導（無料）
◆コミュニケーション支援事業
　　手話通訳者や要約筆記者の派遣（無料）
◆移動支援事業
　　ヘルパーの派遣による外出の支援（費用の５％自己負担）
◆日中一時支援事業
　　施設における一時的な介護や見守り（費用の５％自己負担）
◆日常生活用具給付事業
　　特殊寝台やストマ用装具、特殊マット、痰吸引器、特殊便器、
　電磁調理器、収尿器、頭部保護帽等の生活用具の給付（費用の１割自己負担）
◆地域活動支援センター事業
　　創作的活動や社会的交流を図ることができます。各種の相談にも応じています。
　　「メンタルサポートステーションきらり」　☎０２９５（７２）５９３３
◆訪問入浴サービス事業
　　移動入浴車による入浴サービス（費用の５％自己負担）
◆その他の事業
　　更生訓練費支給事業、就職支度金支給事業、身体障害者自動車運転免許取得費助成事業、身体障害者自動車改造
　費助成事業

　※　利用方法や詳しい内容については、役場福祉課にお問い合わせください。なお、障害福祉計画（第２期計画）
　　の全文を、大子町のホームページに掲載しています。

　町では、平成21年度から平成23年度を計画期間とする第２期大子町障害福祉計画を策定しまし
た。この計画は、第１期計画期間（平成18年度～平成21年度 ) における障害福祉サービスの利用実
績や障害者の現状等を検証するなかで、障害者が自立した家庭生活や社会生活を営むことができるよ
う、障害福祉サービスや地域生活支援事業のサービス見込み量や推進方策等を定めたものです。

　障害福祉計画における、障害福祉サービスと地域生活支援事業の具体的な内容は次のとおりです。

大子町障害福祉計画（第２期計画）を策定

居宅介護（ホームヘルプ）

重度訪問介護

行動援護

児童デイサービス

短期入所

重度障害者等包括支援

療養介護

生活介護

施設入所支援

共同生活介護

自立訓練

就労移行支援

就労継続支援

共同生活援助

自宅で入浴、排泄、食事等の介護支援

自宅で排泄、食事等の介護、外出時の移動支援など総合的支援

危険を回避するために必要な支援や外出における支援

日常生活の基本動作の指導、集団生活への適応訓練等

短期間、夜間も含め施設で入浴、排泄、食事等の介護支援

居宅介護等複数のサービスを包括的に支援

機能訓練、療養上の管理、看護、介護及び日常生活の支援

昼間に食事等の介護などを行うとともに、創作活動等の機会提供

施設に入所する方に、夜間や休日に入浴、排泄、食事の介護支援

夜間や休日に共同生活を行う住居で、食事等の介護支援

身体機能又は生活能力の向上のために必要な訓練の実施

就労に必要な知識や能力向上のために必要な訓練の実施

働く場の提供と就労に必要な能力向上のために必要な訓練の実施

夜間や休日に共同生活を行う住居で、相談や日常生活上の支援

（費用の１割は原則として自己負担ですが、所得に応じて負担軽減策が講じられています。）

サービスの種類 内　　　　　　容

≪障害福祉サービス≫

介　
　

護　
　

給　
　

付

訓
練
等
給
付
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　働きながら子どもを育てていて、なによりもつらいのは、子どもが病気になったときです。
　こんなとき、あなたの育児をサポートしてくれるのが「病児・病後児保育事業」です。お子さんが病気療養
中又は病気の回復期にあり、保護者が勤務の都合等により家庭における保育や集団保育が困難な状況にあ
るとき、町が委託する医療機関でお子さんを一時的にお預かりする事業です。

●お預かりできるのは、次のいずれにも該当するお子さんです
　①生後２か月から小学校６年生までのお子さんであること
　②病気療養中又は病気の回復期にあること
　③保護者が勤務の都合、傷病、事故、出産、冠婚葬祭等により家庭における保育が困難であること

●お預かりできる病気の範囲
　▽かぜや下痢など、子どもが日常的にかかる病気
　▽水ぼうそう、風しんなどの伝染病疾患
　▽ぜんそくなどの慢性疾患
　▽骨折や、やけどなどの外傷疾患

●実施施設　　医療法人　保内郷厚生会　保内郷病児保育室「ひまわり」
　　　　　　　（保内郷メディカルクリニック内）
　　　　　　　　☎（７２）０１７９

●保育時間　　平　日　　午前８時～午後５時３０分
　　　　　　　土曜日　　午前８時～午後０時３０分
　　　　　　※　必要に応じて７日間まで継続利用できます。

●休 業 日　　日曜日、祝日、年末年始（１２月３０日～１月３日）、盆休み（８月１３日～１５日）

●利用料金　　お子さん１人当たり　１日　２，０００円
　　　　　　　（半日　１，３００円、延長を希望する場合は３０分ごとに２００円）
　　　　　　※　昼食代は実費負担となります。当日、施設でお支払いください。
　　　　　　※　利用期間中に症状が悪化し、治療が必要になる場合は、医療保険の対象となります。

●利用方法
　①利用を希望する方は、直接実施施設に電話予約をしてください。
　　（夜間、早朝でも予約可能です。）
　　　※　緊急の場合は、当日でも受け付けます。
　②当日、利用申請書を実施施設に提出してください。
　　（利用申請書は、各保育所（園）、幼稚園、各小学校、福祉課及び実施施設にあります。）
　　　※　申請書類は、大子町役場ホームページからもダウンロードできます。初めて利用する際は、登録申請書も
　　　　　併せて提出してください。

●利用当日に持参するもの
　▽利用申請書　　▽利用負担金　　▽健康保険証　　▽母子手帳　　▽洋服の着替え・下着
　▽紙おむつ（使用の場合）　　▽ミルク・哺乳瓶　　▽好きなおもちゃ
　▽薬（薬剤情報提供書又はお薬手帳も一緒にお持ちください。）
　▽おやつ・飲み物は、好きなものを持参してください。

●そ の 他
　▽お子さんがアレルギー食・離乳食の場合は、必ず食事をご持参ください。
　▽お迎えは保育終了時間の１０分前までにお願いします。
　▽症状に変化があった場合は、医師の診察や保護者にお迎えをお願いすることがあります。
　▽利用定員が１日４名となっているため、利用できない場合もありますので、ご了承ください。

■福祉課社会福祉グループ　☎（72）1117

「病児・病後児保育事業」あなたの育児を
　　サポートします
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■大子町児童生徒読書活動推進委員会　学校教育課内　　☎（79）0170

■企画観光課　　☎（72）1131　　生涯学習課　　☎（72）1148

『児童はみんな読書が好き』それが読書推進の原点です。そこか
ら、どのようにして児童を奥深く、魅惑いっぱいの本の世界に誘い込む
か、それが本校の取り組みの課題でした。そこで、児童たちを幅広く本
の世界へ導くために、次のような試みを実践しています。
まず、保護者にも読書推進を理解してもらうために「家読だより」の発
行による「家読」推進はもとより、学期末ＰＴＡにおいて、読書推進委員
会による児童と保護者への読み聞かせを行っています。今年も好評で
した。また、保護者向けの本を図書室に用意し、保護者にも積
極的に貸し出しを行っています。
さらに、児童たちに様々な本との出会いを意識してもらうた
めの仕掛けとして、「森のおはなし会」「図書委員会」「担任
ではない教師」「６年生」「大子西中学校生徒」による読み聞
かせを実施しています。 
『児童も教師も保護者もみんな読書が好き』それが依上小
学校の目指す読書推進です。

６月２１日の夏至の日に下野宮地内で開催された御田植祭（中田
植）で使用された太鼓・浴衣・旗は、宝くじの普及広報事業を財源と
するコミュニティ助成事業を活用して整備されました。
コミュニティの健全な発展を図るとともに宝くじの普及広報事業を
行うことを目的としているこの助成金は、地域文化の振興や地域の
コミュニティ活動の支援などに広く役立てられております。

子ども
読書の街

「読む・調べる」習慣の
　　　　確立に向けて

大子町みんな読書が好き
（依上小学校の取り組み）

●文化振興事業
　まちづくり、地域活性化などに関するシンポジウムの開催など、地域の文化振興に役立つ事業を行う。
●コミュニティ助成事業
　コミュニティ活動を促進し、その健全な発展を図るための助成を行う。
●地域振興助成事業
　まちづくりや消防団活性化等のための助成を行う。

宝くじの普及広報事業とは・・・

中田植の太鼓・浴衣・旗は平成２１年度宝くじの普及広報事業で整備しました中田植の太鼓・浴衣・旗は平成２１年度宝くじの普及広報事業で整備しました

（太鼓） （浴衣） （のぼり旗）
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9月の納付の
お知らせ

★国民健康保険税
 3期分
★介護保険料
 3期分
★後期高齢者医療保険料
 3期分

納期限は、
9月３0日（水）です。
 ■税務課　☎（７２）１１１６

茨 城 県 知 事 選 挙

衆 議 院 議 員 総 選 挙

最高裁判所裁判官国民審査

　『げんき』は、これから出産されるお母さんや、子育て中のお父さん・
お母さんのために、子育てに関する情報やアドバイス、町内で行われて
いる子育て中の親子を対象とした事業などを紹介しています。また、「ど
こへ相談に行ったら良いのか」
「身近に友だちがいない」とい
った、不安感や孤立感を抱え
ながら子育てを頑張っている家
庭を応援したい！と願い、情報
誌として発行しました。
　情報誌は、保育所・幼稚園
等の保護者の皆さんに配布し
たほか、福祉課窓口でどなた
にでも差し上げています。

■大子町選挙管理委員会　　☎（７２）１１４０

■福祉課　　☎（７２）１１１７

子育て応援情報誌『げんき』を発行

未来へつなぐ　この一票

子育て応援情報誌　げんき

８月３０日（日）は

の投票日です
★投票時間　　午前７時～午後６時

�Public Information DAIGO September 2009



　

第
35
回
大
子
町
交
通
安
全
町

民
大
会
が
、
７
月
15
日
に
中
央
公

民
館
講
堂
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
交
通
安
全
模
範
推

進
者
と
第
46
回
交
通
安
全
子
供

自
転
車
県
大
会
に
出
場
し
た
下

野
宮
小
学
校
と
選
手
の
皆
さ
ん

に
感
謝
状
が
、
交
通
安
全
子
ど
も

作
品
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
に
賞

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
交
通
安
全
「
私
の
主

張
」発
表
が
行
わ
れ
、
７
名（
中
学

生
５
名
、
高
校
生
２
名
）
が
実
際

に
体
験
し
た
話
な
ど
を
交
え
な

が
ら
、
命
の
大
切
さ
を
訴
え
ま
し

た
。

　

閉
会
後
、
茨
城
県
警
察
音
楽
隊

に
よ
る
「
吹
奏
楽
演
奏
」
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
迫
力
あ

る
素
晴
ら
し
い
演
奏
に
会
場
の

皆
さ
ん
も
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。 交

通
安
全
町
民
大
会

　

７
月
21
日
に
大
子
町
小
・
中
連
携
教
育
推
進
の
た
め
坪
田
耕
三
教

授（
筑
波
大
学
）に
よ
る
算
数
の
公
開
授
業
が
、
中
央
公
民
館
講
堂
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

公
開
授
業
は
、
だ
い
ご
小
学
校
の
６
年
生
53
名
を
対
象
に
、
紙
を
折

っ
た
り
、
切
っ
た
り
し
て
、
手
を
使
っ
て
考
え
る
授
業
が
行
わ
れ
ま
し

た
。児
童
た
ち
は
、
意
欲
的
に
講
師
の
先
生

の
話
を
聞
き
、楽
し
そ
う
に
授
業
を
受
け
て

い
ま
し
た
。

　

授
業
終
了
後
は
、町
内
の
各
小
・
中
学
校

の
先
生
を
対
象
と
し
た
研
修
会
と
グ
ル
ー

プ
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
の
坪
田
教
授
は
、国
内
最
高
と
評
さ

れ
る
読
売
教
育
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
算
数

教
育
の
第
一
人
者
と
し
て
活
躍
。現
在
は
筑

波
大
学
教
授
。

公
開
授
業

　

８
月
２
日
に
、奥
久
慈
大
子
の
夏
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
る『
鮎
の
つ
か

み
ど
り
大
会
』が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

久
慈
川
・
押
川
合
流
点
に
設
置
さ
れ
た
特
設
会
場
に
は
、鮎
、ま
す
、鰻

な
ど
約
１
０
，０
０
０
尾
が
放
流
さ
れ
、県
内
外
か
ら
訪
れ
た
１
，８
０
０

人
を
超
え
る
人
た
ち
が
、
開
始
の
合
図
と

同
時
に
一
斉
に
水
の
中
に
入
り
、
大
人
も

子
ど
も
も
夢
中
に
な
っ
て
魚
を
捕
ま
え
て

い
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
中
に
は
、
鰻
を
捕
ま
え「
ラ
ッ

キ
ー
賞
」
と
し
て
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
を

手
に
し
た
方
や
思
う
よ
う
に
魚
を
捕
ま
え

る
こ
と
が
で
き
な
く
て
苦
戦
し
て
い
る
方

も
い
ま
し
た
。

　

あ
ま
り
魚
を
捕
ま
え
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
方
、
リ
ベ
ン
ジ
を
す
る
た
め
に
来

年
も
、ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

鮎
の
つ
か
み
ど
り

　

８
月
１
日
・
２
日
の
２
日
間
わ
た
り
、
大
子
広
域
公
園
で
奥
久
慈
大

子
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会「
若
鮎
杯
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
東
京
や
埼
玉
な
ど
か
ら
18
少
年
団
・
43
チ
ー
ム
が
参
加

し
、
６
年
生
・
５
年
生
・
４
年
生
の
部
に
分
か
れ
、
暑
さ
に
負
け
ず
元

気
に
走
り
回
り
、熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

試
合
に
は
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
が
観
戦
に
訪
れ
、
チ
ー
ム
を
鼓
舞
す

る
よ
う
に
大
声
援
を
送
り
、勝
利
を
願
っ
て
応
援
し
て
い
ま
し
た
。

　

試
合
会
場
と
な
っ
た
多
目
的
広
場
の
周
辺
に
は
、
少
年
団
ご
と
に
大

小
さ
ま
ざ
ま
な
色
と
り
ど
り
の
テ

ン
ト
が
張
ら
れ
、
選
手
や
保
護
者

の
皆
さ
ん
の
休
憩
ス
ペ
ー
ス
と
し

て
利
用
さ
れ
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な

っ
て
試
合
に
挑
ん
で
い
る
よ
う
で

し
た
。

少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
「
若
鮎
杯
」

≪交通安全子ども作品コンクール最優秀賞≫

（だいご小　６年　藤島美月）

大子町長賞
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　人間は動物の一種です。食べ物を得るために、自分の身を守るために、歩き、走り、動くこ
とで、人間は生き残ってきました。体のしくみも、動くことで健康な状態を維持できるよう
になっています。
　しかし、今の私たちは、できるだけ動かないような生活をしています。そして現代社会の
便利さは、私たちの体に悪い影響を及ぼし始めました。それが生活習慣病です。生活習慣病
は運動不足も一因となっています。
　平成16年の大子町の調査では、85％の人が運動不足と感じていました。

日々の生活に
運動を取り入れましょう 保健コーナー保健コーナー

◎運動不足が続くと体に悪影響を及ぼします
　●糖尿病や脂質異常症、高血圧などの生活習慣病の一因となります。
　●脳血管疾患や心疾患、腎不全などが起こりやすくなります。

◎運動をするとこんなにいいことがあります
●生活習慣病を予防することができます。
●血液の循環がよくなり、心肺機能が向上します。
●筋肉の衰えを防止し、体力を強化できます。
●骨粗しょう症を予防することができます。
●ストレスの解消になります。
●脳を活性化します。

◎健康づくりのためには３つの運動を組み合わせて行いましょう 
　運動はウォーキングなどの「有酸素運動」、筋力をつける「筋力トレーニング」、筋肉をほぐしリフレッシュ効
果のある「ストレッチング」を組み合わせて取り入れていきましょう。それぞれ運動効果が異なるので、バラン
スよく行うと効果的です。

◎無理なくできることから始めましょう 
　運動を始めようと思っても、「時間がない」「面倒くさい」という方もいると思います。しかし、毎日の生活の
中には、体を動かすチャンスがあります。近くに出掛ける時は車を使わずに歩く、テレビを見ながらストレッ
チをするなど、まず体を動かすことから始めましょう。気がついた時が始める時です。

現
代
人
は

　

運
動
不
足
で
す 

現
代
人
は

　

運
動
不
足
で
す 

● 有酸素運動 ●
・心肺機能の向上
・体脂肪の燃焼効果

● 筋力トレーニング ●
・基礎代謝量の向上
・太りにくい体

● ストレッチング ●
・けがや障害の予防
・疲労回復とリラックス効果
・老化予防

�Public Information DAIGO September 2009



2
00
9

定期健康相談

心配ごと相談

巡回労働相談

 

「お知らせ版」９月号発行

定期健康相談

心配ごと相談

一日社会保険事務所

定期健康相談　

心配ごと相談

献血（大子清流高等学校）　

巡回労働相談

敬老の日

国民の休日

秋分の日

「広報だいご」１０月号発行

就職支援出張相談　

こころの相談

献血（消防本部）　

　　（河内屋池田店）

定期健康相談

心配ごと相談

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

一般

一般

一般

　

　

一般

一般

一般

一般

一般

一般

一般

一般

要予約

一般

一般

一般

一般

13:30～15:00

13:00～15:00

10:00～14:30

13:30～15:00

13:00～15:00

10:00～14:00

13:30～15:00

13:00～15:00

10:00～15:30

10:00～14:30

10:00～15:00

13:00～16:00

10:00～11:00

12:30～16:00

13:30～15:00

13:00～15:00

日付 場所 時間 問合せ 対　象　者 行　　事　　名 

主な行事等を掲載しましたが、日時等が変更になる場合もあります。

（72）1148
（72）1149
（72）6611
（72）2005

（72）1114
（72）1138
（72）1112
（72）1117
（72）6611
（72）1175
（72）1148
（72）0119
（72）2005

中 央 公 民 館
リフレッシュセンター
保 健 セ ン タ ー
高 齢 者 セ ン タ ー
役 場 庁 議 室
役 場 第 1 会 議 室
役場第1分室会議室
総 務 課
企 画 観 光 課
町 民 課
福 祉 課
健 康 増 進 課
地域包括支援センター
生 涯 学 習 課
消 防 本 部
社 会 福 祉 協 議 会

連　絡　先 

9

慈泉堂病院　☎（72）1550
久保田病院　☎（72）0023
保内郷メディカルクリニック　☎（72）0179

救急協力当番病院救急協力当番病院

久保田病院
慈泉堂病院
保内郷メディカルクリニック
久保田病院
慈泉堂病院
久保田病院
慈泉堂病院
保内郷メディカルクリニック

８月20日㈭～ 23日㈰
24日㈪～ 30日㈰
31日㈪～ 9月 6日㈰

9月 7日㈪～ 10日㈭
11日㈮～ 13日㈰
14日㈪～ 20日㈰
21日㈪～ 27日㈰
28日㈪～ 30日㈬

病　院月　日

協

高

企

企

企

健

健

健

公

公

公

保

保

保

協

協

健

健

健

健

健

協

民

保

保

庁

協高

高

高

高

活

公

観
総

会

保

民

分

長月・SEPTEMBER

公 
リ 
保 
高 
庁 
会 
分 

民

総 
企

福
健
地
涯

協
消

★人　口　21,098人（－ 9／－419）
　　男　　10,373人（－ 2／－218）
　　女　　10,725人（－ 7／－201）
★世帯数　 7,789戸（＋ 13／＋ 25）

（前月比／前年比）

町の人口と世帯 平成21年
8月1日現在
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大子町パスポート窓口を開設
１０月１日から

　10 月１日から大子町に住民登録のある方のパスポート（旅券）の申請や受領 は、町民課の窓口のみの取り
扱いとなります。大子町に本籍がある方は、戸籍抄本の取得とパスポートの申請が、町民課１か所で済むよう
になります。
　なお、受領の時に必要な収入印紙と茨城県収入証紙の購入先については、申請に来た時に町内にある販売
店を紹介します。

◆パスポート窓口 大子町役場本庁舎１階　町民課内

◆開設時間 月～金曜日（祝日、年末年始を除く。）

 午前８時３０分～午後５時（正午から午後１時までは休止）

◆申請に必要なもの

　○旅券発給申請書 １通（申請書は、町民課に用意してあります。）

　○戸籍抄本 １通（６か月以内に発行されたもの。）

　○写真（申請の６か月以内に撮影したもので、パスポート申請用規格にあったもの）

　○申請者本人を確認できる書類（運転免許証、写真付き住民基本台帳カードなど）

　○以前に取得したパスポート（有効期間が残っている場合は、有効な旅券を提出しないと新規の受付

　　はできません。）

◆旅券の受け取り（交付）

　○旅券は年齢に関係なく、本人でなければ受け取ることができません。

　○手数料を、収入印紙と茨城県収入証紙で納めてください。

　○申請時にお渡しした「引換書」が必要になります。

◆手数料

◆注意点

　○未成年（２０歳未満）の方が申請する場合は、５年旅券のみとなります。

　○１０月１日以降は、県パスポートセンター等での手続きはできなくなります。

■町民課町民グループ　☎（72）1112

【写真サイズ】
原寸大

※詳しくは、「旅券

（パスポート）申請

のご案内」をご覧

ください

横 3 5 m m

縦
4
5
m
m

１０年有効の旅券

５年有効の旅券

申請時１２歳未満

１６,０００円

１１,０００円

６,０００円

１４,０００円

９,０００円

４,０００円

２,０００円

２,０００円

２,０００円

収入印紙

内　　　　　訳
手　数　料

県収入証紙
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フォトだいご アート

　学校給食センターのシャッターに、『食の３要素』のイラストが完成しました。

　作業は、大子中学校の美術部、美術部ＯＢ、ボランティアの皆さんが協力して行い、赤は「血や

肉や骨になる食品」、黄は「熱や力になる食品」、緑は「体の調子を整える食品」と、『食の３要素』

の見事なイラストが描かれました。

　学校給食センターでは、社会科見学や遠足などで訪れる子ども達の勉強の場として、積極的な食

育の推進を図っています。

　皆さんも、ぜひ一度足を運んでみてはいかがでしょうか。

進
推
育
食
で
素
要
三
の
食

※『広報だいご』に掲載されている写真を希望の方は総務課（☎７２－１１１４）にご連絡ください。
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